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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月23日(2015.10.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信システムでのマルチメディアブロードキャストサービスをサポートする
方法であって、
　ブロードキャストデータおよびユニキャストデータを含むデータトラフィックを搬送で
きるキャリアを生成することと、ここにおいて前記キャリアは、既存のキャリアと後方互
換性のないもので、共通基準信号がユニキャストデータを含む１つまたは複数のサブフレ
ーム内に含まれないキャリアタイプを備える、
　前記キャリアにおける複数のサブフレームのうちの少なくとも１つのサブフレームにお
いて前記ブロードキャストデータを搬送することと、
　前記少なくとも１つのサブフレームと関連付けられた少なくとも前記ユニキャストデー
タに関して前記キャリアにおける制御情報を提供することと、
　前記キャリアを送信すること
　を備える方法。
【請求項２】
　前記キャリアを生成することは、繰り返しインターバルでの送信のための１セットの無
線フレームのうちの各無線フレーム内に複数の単一周波数ネットワーク上マルチキャスト
／ブロードキャスト(ＭＢＳＦＮ)サブフレームを含むことをさらに備え、各ＭＢＳＦＮサ
ブフレームは、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス(ＭＢＭＳ)リソ
ースまたは非ＭＢＭＳリソースの両方ではない少なくとも１つを備える、請求項１に記載
の方法。
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【請求項３】
　制御情報を提供することは、クロスサブフレーム、マルチサブフレーム、またはクロス
キャリアアップリンク(ＵＬ)スケジューリング情報を提供することをさらに備える、請求
項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ユニキャストデータは、アップリンク送信のためのものであり、前記少なくとも１
つのサブフレームと前記ユニキャストデータの前記関連付けは、前記アップリンク送信の
ためのハイブリッド自動再送／要求タイミング関係に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのサブフレームにおけるユーザ機器のためのセミパーシステントス
ケジュールのリリースを指示する制御情報を提供することをさらに備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項６】
　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス(ＭＢＭＳ)のための制御チャ
ネルを介して、マルチキャスト制御チャネル変更通知メッセージを送信することをさらに
備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記キャリアを生成することは、繰り返しインターバルでの送信のための１セットの無
線フレームのうちの各無線フレーム内に複数の単一周波数ネットワーク上マルチキャスト
／ブロードキャスト(ＭＢＳＦＮ)サブフレームを含むことをさらに備え、各ＭＢＳＦＮサ
ブフレームは、前記ＭＢＳＦＮサブフレームの周波数ドメインにわたってマルチメディア
ブロードキャストマルチキャストサービス(ＭＢＭＳ)リソースと非ＭＢＭＳリソースとの
両方を備え、制御情報を提供することは、前記制御情報を前記非ＭＢＭＳリソース内に配
置することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記非ＭＢＭＳリソースを各々有する前記複数のＭＢＳＦＮサブフレームを含む前記キ
ャリアを生成することは、各該当のＭＢＳＦＮサブフレーム内の前記非ＭＢＭＳリソース
をローカライズすることか、各該当のＭＢＳＦＮサブフレーム内の前記非ＭＢＭＳリソー
スを分散することか、または両方の組合せをさらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記非ＭＢＭＳリソースおよび前記ＭＢＭＳリソースを各々有する前記複数のＭＢＳＦ
Ｎサブフレームを含む前記キャリアを生成することは、前記非ＭＢＭＳリソースと前記Ｍ
ＢＭＳリソースとの間にガードバンドを含むことをさらに備える、請求項７に記載の方法
。
【請求項１０】
　前記キャリアを生成することは、物理マルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)において前記
ブロードキャストデータを提供することをさらに備え、制御情報を提供することは、ＰＭ
ＣＨ帯域幅またはＰＭＣＨロケーションのうちの少なくとも１つを指示することをさらに
備える、請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＰＭＣＨにおいて前記ブロードキャストデータを提供することは、固定されたロケ
ーション、準静的なロケーション、または動的なロケーションのうちの１つにおいて、前
記ＰＭＣＨを各該当のＭＢＳＦＮサブフレーム内に配置することをさらに備える、請求項
１０に記載の方法。
【請求項１２】
　各ＰＭＣＨの前記準静的なロケーションおよび前記動的なロケーションをサブフレーム
ごとにバックホールシグナリングを介して調整することをさらに備える、請求項１１に記
載の方法。
【請求項１３】
　前記ＰＭＣＨ帯域幅または前記ＰＭＣＨロケーションのうちの少なくとも１つを指示す
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ることは、制御チャネルにおいて前記ＰＭＣＨ帯域幅または前記ＰＭＣＨロケーションの
うちの前記少なくとも１つを指示することをさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記キャリアを生成することは、第１のサイクリックプレフィックス(ＣＰ)および第１
のトーン間隔を有する物理マルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)において前記ブロードキャ
ストデータを提供することと、各ＭＢＳＦＮサブフレームの各非ＭＢＭＳリソースに第２
のＣＰおよび第２のトーン間隔を提供することをさらに備え、前記第１のＣＰおよび前記
第２のＣＰは、同じＣＰ値を備え、前記第１のトーン間隔および前記第２のトーン間隔は
、同じトーン間隔値を備える、請求項７に記載の方法。
【請求項１５】
　少なくとも１つのユーザ機器のための１セットのサブフレームに関するサイクリックプ
レフィックス(ＣＰ)タイプおよびトーン間隔のうちの少なくとも１つを指示することをさ
らに備え、前記ＣＰタイプおよび前記トーン間隔のうちの前記指示された少なくとも１つ
は、前記セットのサブフレームに属していないサブフレームのものとは異なる、請求項１
に記載の方法。
【請求項１６】
　第１のサブフレームにおいて前記ブロードキャストデータのための第１の帯域幅を決定
することと、第２のサブフレームにおいて前記ブロードキャストデータのための、前記第
１の帯域幅とは異なる第２の帯域幅を決定することをさらに備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項１７】
　前記キャリアを生成することは、第１のサイクリックプレフィックス(ＣＰ)および第１
のトーン間隔を有する物理マルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)において前記ブロードキャ
ストデータを提供することと、各ＭＢＳＦＮサブフレームの各非ＭＢＭＳリソースに第２
のＣＰおよび第２のトーン間隔を提供することをさらに備え、前記第１のＣＰおよび前記
第２のＣＰが異なるＣＰ値を備えるか、前記第１のトーン間隔および前記第２のトーン間
隔が異なるトーン間隔値を備えるか、または両方の組合せである、請求項７に記載の方法
。
【請求項１８】
　前記キャリアを生成することは、繰り返しインターバルでの送信のための１セットの無
線フレームのうちの各無線フレーム内に複数の単一周波数ネットワーク上マルチキャスト
／ブロードキャスト(ＭＢＳＦＮ)サブフレームを含むことをさらに備え、少なくとも１つ
のＭＢＳＦＮサブフレームは、前記少なくとも１つのＭＢＳＦＮサブフレームの時間ドメ
インにわたってマルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス(ＭＢＭＳ)リソ
ースと非ＭＢＭＳリソースとの両方を備え、制御情報を提供することは、前記制御情報を
前記非ＭＢＭＳリソース内に配置することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ＭＢＭＳリソースと前記非ＭＢＭＳリソースとの両方を含む前記少なくとも１つの
ＭＢＳＦＮサブフレームを生成することは、前記少なくとも１つのＭＢＳＦＮサブフレー
ムが共通基準信号(ＣＲＳ)または復調基準信号(ＤＭ－ＲＳ)をさらに含む場合に生成する
ことをさらに備える、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記キャリアを生成することは、各ＭＢＭＳリソースによって定義された物理マルチキ
ャストチャネル(ＰＭＣＨ)において前記ブロードキャストデータを提供することと、ここ
で前記ＰＭＣＨは第１のサイクリックプレフィックス(ＣＰ)および第１のトーン間隔を有
する、各対応する非ＭＢＭＳリソースに第２のＣＰおよび第２のトーン間隔を提供するこ
とをさらに備える、前記第１のＣＰおよび前記第２のＣＰ、または前記第１のトーン間隔
および前記第２のトーン間隔のうちの少なくとも１つは異なる値を備える、請求項１８に
記載の方法。
【請求項２１】
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　前記キャリアタイプの前記キャリアを生成することは、拡張キャリアを生成することを
備える、請求項１に記載の方法。
【請求項２２】
　前記キャリアタイプの前記キャリアを生成することは、独立型キャリアを備える拡張キ
ャリアを生成することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項２３】
　ワイヤレス通信システムでのマルチメディアブロードキャストサービスをサポートする
装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されるメモリと、
　を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、 
　　ブロードキャストデータおよびユニキャストデータを含むデータトラフィックを搬送
できるキャリアを生成することと、ここにおいて前記キャリアは、既存のキャリアと後方
互換性のないもので、共通基準信号がユニキャストデータを含む１つまたは複数のサブフ
レーム内に含まれないキャリアタイプを備える、 
　　前記キャリアにおける複数のサブフレームのうちの少なくとも１つのサブフレームに
おいてブロードキャストデータを搬送することと、
　　前記少なくとも１つのサブフレームと関連付けられた少なくとも前記ユニキャストデ
ータに関して前記キャリアにおける制御情報を提供し、 前記キャリアを送信すること
をするように構成される、装置。
【請求項２４】
　前記キャリアを生成するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは、繰り返
しインターバルでの送信のための１セットの無線フレームのうちの各無線フレーム内に複
数の単一周波数ネットワーク上マルチキャスト／ブロードキャスト(ＭＢＳＦＮ)サブフレ
ームを含むようにさらに構成され、各ＭＢＳＦＮサブフレームは、マルチメディアブロー
ドキャストマルチキャストサービス(ＭＢＭＳ)リソースまたは非ＭＢＭＳリソースの両方
ではない少なくとも１つを備える、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　制御情報を提供するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは、クロスサブ
フレーム、マルチサブフレーム、またはクロスキャリアアップリンク(ＵＬ)スケジューリ
ング情報を提供するようにさらに構成される、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記ユニキャストデータは、アップリンク送信のためのものであり、前記少なくとも１
つのサブフレームと前記ユニキャストデータの前記関連付けは、前記アップリンク送信の
ためのハイブリッド自動再送／要求タイミング関係に基づく、請求項２３に記載の装置。
【請求項２７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記少なくとも１つのサブフレームにおけるユー
ザ機器のためのセミパーシステントスケジュールのリリースを指示する制御情報を提供す
るようにさらに構成される、請求項２３に記載の装置。
【請求項２８】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、マルチメディアブロードキャストマルチキャスト
サービス(ＭＢＭＳ)のための制御チャネルを介して、マルチキャスト制御チャネル変更通
知メッセージを送信するようにさらに構成される、請求項２３に記載の装置。
【請求項２９】
　前記キャリアを生成するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは、繰り返
しインターバルでの送信のための１セットの無線フレームのうちの各無線フレーム内に複
数の単一周波数ネットワーク上マルチキャスト／ブロードキャスト(ＭＢＳＦＮ)サブフレ
ームを含むようにさらに構成され、各ＭＢＳＦＮサブフレームは、前記ＭＢＳＦＮサブフ
レームの周波数ドメインにわたってマルチメディアブロードキャストマルチキャストサー



(5) JP 2015-522964 A5 2015.12.17

ビス(ＭＢＭＳ)リソースと非ＭＢＭＳリソースとの両方を備え、制御情報を提供すること
は、前記制御情報を前記非ＭＢＭＳリソース内に配置することをさらに備える、請求項２
３に記載の装置。
【請求項３０】
　前記非ＭＢＭＳリソースを各々有する前記複数のＭＢＳＦＮサブフレームを含む前記キ
ャリアを生成するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは、各該当のＭＢＳ
ＦＮサブフレーム内の前記非ＭＢＭＳリソースをローカライズするか、各該当のＭＢＳＦ
Ｎサブフレーム内の前記非ＭＢＭＳリソースを分散するか、または両方の組合せを行うよ
うにさらに構成される、請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　前記非ＭＢＭＳリソースおよび前記ＭＢＭＳリソースを各々有する前記複数のＭＢＳＦ
Ｎサブフレームを含む前記キャリアを生成するように構成された前記少なくとも１つのプ
ロセッサは、前記非ＭＢＭＳリソースと前記ＭＢＭＳリソースとの間にガードバンドを含
むようにさらに構成される、請求項２９に記載の装置。
【請求項３２】
　前記キャリアを生成するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは、物理マ
ルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)において前記ブロードキャストデータを提供するように
さらに構成され、制御情報を提供するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサ
は、ＰＭＣＨ帯域幅またはＰＭＣＨロケーションのうちの少なくとも１つを指示するよう
にさらに構成される、請求項２９に記載の装置。
【請求項３３】
　前記ＰＭＣＨにおいて前記ブロードキャストデータを提供するように構成された前記少
なくとも１つのプロセッサは、固定されたロケーション、準静的なロケーション、または
動的なロケーションのうちの１つにおいて、前記ＰＭＣＨを各該当のＭＢＳＦＮサブフレ
ーム内に配置するようにさらに構成される、請求項３２に記載の装置。
【請求項３４】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、各ＰＭＣＨの前記準静的なロケーションおよび前
記動的なロケーションをサブフレームごとにバックホールシグナリングを介して調整する
ようにさらに構成される、請求項３３に記載の装置。
【請求項３５】
　前記ＰＭＣＨ帯域幅または前記ＰＭＣＨロケーションのうちの少なくとも１つを指示す
るように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは、制御チャネルにおいて前記ＰＭ
ＣＨ帯域幅または前記ＰＭＣＨロケーションのうちの前記少なくとも１つを指示するよう
にさらに構成される、請求項３２に記載の装置。
【請求項３６】
　前記キャリアを生成するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは、第１の
サイクリックプレフィックス(ＣＰ)および第１のトーン間隔を有する物理マルチキャスト
チャネル(ＰＭＣＨ)において前記ブロードキャストデータを提供し、各ＭＢＳＦＮサブフ
レームの各非ＭＢＭＳリソースに第２のＣＰおよび第２のトーン間隔を提供するようにさ
らに構成され、前記第１のＣＰおよび前記第２のＣＰは、同じＣＰ値を備え、前記第１の
トーン間隔および前記第２のトーン間隔は、同じトーン間隔値を備える、請求項２９に記
載の装置。
【請求項３７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、少なくとも１つのユーザ機器のための１セットの
サブフレームに関するサイクリックプレフィックス(ＣＰ)タイプおよびトーン間隔のうち
の少なくとも１つを指示するようにさらに構成され、前記ＣＰタイプおよび前記トーン間
隔のうちの前記指示された少なくとも１つは、前記セットのサブフレームに属していない
サブフレームのものとは異なる、請求項２３に記載の装置。
【請求項３８】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、第１のサブフレームにおいて前記ブロードキャス
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トデータのための第１の帯域幅を決定し、第２のサブフレームにおいて前記ブロードキャ
ストデータのための、前記第１の帯域幅とは異なる第２の帯域幅を決定するようにさらに
構成される、請求項２３に記載の装置。
【請求項３９】
　前記キャリアを生成するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは、第１の
サイクリックプレフィックス(ＣＰ)および第１のトーン間隔を有する物理マルチキャスト
チャネル(ＰＭＣＨ)において前記ブロードキャストデータを提供し、各ＭＢＳＦＮサブフ
レームの各非ＭＢＭＳリソースに第２のＣＰおよび第２のトーン間隔を提供するようにさ
らに構成され、前記第１のＣＰおよび前記第２のＣＰが異なるＣＰ値を備えるか、前記第
１のトーン間隔および前記第２のトーン間隔が異なるトーン間隔値を備えるか、または両
方の組合せである、請求項２９に記載の装置。
【請求項４０】
　前記キャリアを生成するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは、繰り返
しインターバルでの送信のための１セットの無線フレームのうちの各無線フレーム内に複
数の単一周波数ネットワーク上マルチキャスト／ブロードキャスト(ＭＢＳＦＮ)サブフレ
ームを含むようにさらに構成され、少なくとも１つのＭＢＳＦＮサブフレームは、前記少
なくとも１つのＭＢＳＦＮサブフレームの時間ドメインにわたってマルチメディアブロー
ドキャストマルチキャストサービス(ＭＢＭＳ)リソースと非ＭＢＭＳリソースとの両方を
備え、制御情報を提供するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは、前記制
御情報を前記非ＭＢＭＳリソース内に配置するようにさらに構成される、請求項２３に記
載の装置。
【請求項４１】
　前記ＭＢＭＳリソースと前記非ＭＢＭＳリソースとの両方を含む前記少なくとも１つの
ＭＢＳＦＮサブフレームを生成するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは
、前記少なくとも１つのＭＢＳＦＮサブフレームが共通基準信号(ＣＲＳ)または復調基準
信号(ＤＭ－ＲＳ)を含む場合に生成するようにさらに構成される、請求項４０に記載の装
置。
【請求項４２】
　前記キャリアを生成するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは、各ＭＢ
ＭＳリソースによって定義された物理マルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)において前記ブ
ロードキャストデータを提供し、ここで、前記ＰＭＣＨは、第１のサイクリックプレフィ
ックス(ＣＰ)および第１のトーン間隔を有する、各対応する非ＭＢＭＳリソースに第２の
ＣＰおよび第２のトーン間隔を提供するようにさらに構成され、前記第１のＣＰおよび前
記第２のＣＰ、または前記第１のトーン間隔および前記第２のトーン間隔のうちの少なく
とも１つは、異なる値を備える、請求項４０に記載の装置。
【請求項４３】
　前記キャリアタイプの前記キャリアを生成するように構成された前記少なくとも１つの
プロセッサは、後方互換性のあるキャリアと関連付けられた拡張キャリアを生成するよう
にさらに構成される、請求項２３に記載の装置。
【請求項４４】
　前記キャリアタイプの前記キャリアを生成するように構成された前記少なくとも１つの
プロセッサは、独立型キャリアを備える拡張キャリアを生成するようにさらに構成される
、請求項２３に記載の装置。
【請求項４５】
　ワイヤレス通信システムでのマルチメディアブロードキャストサービスをサポートする
ための非一時的コンピュータ可読媒体であって、 
　ブロードキャストデータおよびユニキャストデータを含むデータトラフィックを搬送で
きるキャリアを生成することと、ここにおいて前記キャリアは、既存のキャリアと後方互
換性のないもので、共通基準信号がユニキャストデータを含む１つまたは複数のサブフレ
ーム内に含まれないキャリアタイプを備える、 
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　複数のサブフレームのうちの少なくとも１つのサブフレームにおいてブロードキャスト
データを搬送することと、 
　前記少なくとも１つのサブフレームと関連付けられた少なくとも前記ユニキャストデー
タに関して前記キャリアにおける制御情報を提供し、 前記キャリアを送信することのた
めのコードを備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項４６】
　前記キャリアを生成するための前記コードは、繰り返しインターバルでの送信のための
１セットの無線フレームのうちの各無線フレーム内に複数の単一周波数ネットワーク上マ
ルチキャスト／ブロードキャスト(ＭＢＳＦＮ)サブフレームを含むためのコードをさらに
備え、各ＭＢＳＦＮサブフレームは、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサ
ービス(ＭＢＭＳ)リソースまたは非ＭＢＭＳリソースの両方ではない少なくとも１つを備
える、請求項４５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項４７】
　制御情報を提供するための前記コードは、クロスサブフレーム、マルチサブフレーム、
またはクロスキャリアアップリンク(ＵＬ)スケジューリング情報を提供するためのコード
をさらに備える、請求項４６に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項４８】
　前記ユニキャストデータは、アップリンク送信のためのものであり、前記少なくとも１
つのサブフレームと前記ユニキャストデータの前記関連付けは、前記アップリンク送信の
ためのハイブリッド自動再送／要求タイミング関係に基づく、請求項４５に記載の非一時
的コンピュータ可読媒体。
【請求項４９】
　前記少なくとも１つのサブフレームにおけるユーザ機器のためのセミパーシステントス
ケジュールのリリースを指示する制御情報を提供するためのコードをさらに備える、請求
項４５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項５０】
　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス(ＭＢＭＳ)のための制御チャ
ネルを介して、マルチキャスト制御チャネル変更通知メッセージを送信するためのコード
をさらに備える、請求項４５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項５１】
　前記キャリアを生成するための前記コードは、繰り返しインターバルでの送信のための
１セットの無線フレームのうちの各無線フレーム内に複数の単一周波数ネットワーク上マ
ルチキャスト／ブロードキャスト(ＭＢＳＦＮ)サブフレームを含むためのコードをさらに
備え、各ＭＢＳＦＮサブフレームは、前記ＭＢＳＦＮサブフレームの周波数ドメインにわ
たってマルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス(ＭＢＭＳ)リソースと非
ＭＢＭＳリソースとの両方を備え、制御情報を提供するためのコードは、前記制御情報を
前記非ＭＢＭＳリソース内に配置するためのコードをさらに備える、請求項４５に記載の
非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項５２】
　前記非ＭＢＭＳリソースを各々有する前記複数のＭＢＳＦＮサブフレームを含む前記キ
ャリアを生成するための前記コードは、各該当のＭＢＳＦＮサブフレーム内の前記非ＭＢ
ＭＳリソースをローカライズするためのコードか、各該当のＭＢＳＦＮサブフレーム内の
前記非ＭＢＭＳリソースを分散するためのコードか、または両方の組合せをさらに備える
、請求項５１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項５３】
　前記非ＭＢＭＳリソースおよび前記ＭＢＭＳリソースを各々有する前記複数のＭＢＳＦ
Ｎサブフレームを含む前記キャリアを生成するための前記コードは、前記非ＭＢＭＳリソ
ースと前記ＭＢＭＳリソースとの間にガードバンドを含むためのコードをさらに備える、
請求項５１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項５４】
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　前記キャリアを生成するための前記コードは、物理マルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)
において前記ブロードキャストデータを提供するためのコードをさらに備え、制御情報を
提供するためのコードは、ＰＭＣＨ帯域幅またはＰＭＣＨロケーションのうちの少なくと
も１つを指示するためのコードをさらに備える、請求項５１に記載の非一時的コンピュー
タ可読媒体。
【請求項５５】
　前記ＰＭＣＨにおいて前記ブロードキャストデータを提供するための前記コードは、固
定されたロケーション、準静的なロケーション、または動的なロケーションのうちの１つ
において、前記ＰＭＣＨを各該当のＭＢＳＦＮサブフレーム内に配置するためのコードを
さらに備える、請求項５４に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項５６】
　各ＰＭＣＨの前記準静的なロケーションおよび前記動的なロケーションをサブフレーム
ごとにバックホールシグナリングを介して調整するためのコードをさらに備える、請求項
５５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項５７】
　前記ＰＭＣＨ帯域幅または前記ＰＭＣＨロケーションのうちの少なくとも１つを指示す
るための前記コードは、制御チャネルにおいて前記ＰＭＣＨ帯域幅または前記ＰＭＣＨロ
ケーションのうちの前記少なくとも１つを指示するためのコードをさらに備える、請求項
５４に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項５８】
　前記キャリアを生成するための前記コードは、第１のサイクリックプレフィックス(Ｃ
Ｐ)および第１のトーン間隔を有する物理マルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)において前
記ブロードキャストデータを提供するためのコードと、各ＭＢＳＦＮサブフレームの各非
ＭＢＭＳリソースに第２のＣＰおよび第２のトーン間隔を提供するためのコードをさらに
備え、前記第１のＣＰおよび前記第２のＣＰは、同じＣＰ値を備え、前記第１のトーン間
隔および前記第２のトーン間隔は、同じトーン間隔値を備える、請求項５１に記載の非一
時的コンピュータ可読媒体。
【請求項５９】
　少なくとも１つのユーザ機器のための１セットのサブフレームに関するサイクリックプ
レフィックス(ＣＰ)タイプおよびトーン間隔のうちの少なくとも１つを指示するためのコ
ードをさらに備え、前記ＣＰタイプおよび前記トーン間隔のうちの前記指示された少なく
とも１つは、前記セットのサブフレームに属していないサブフレームのものとは異なる、
請求項４５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項６０】
　第１のサブフレームにおいて前記ブロードキャストデータのための第１の帯域幅を決定
し、第２のサブフレームにおいて前記ブロードキャストデータのための、前記第１の帯域
幅とは異なる第２の帯域幅を決定するためのコードをさらに備える、請求項４５に記載の
非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項６１】
　前記キャリアを生成するための前記コードは、第１のサイクリックプレフィックス(Ｃ
Ｐ)および第１のトーン間隔を有する物理マルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)において前
記ブロードキャストデータを提供するためのコードと、各ＭＢＳＦＮサブフレームの各非
ＭＢＭＳリソースに第２のＣＰおよび第２のトーン間隔を提供するためのコードをさらに
備え、前記第１のＣＰおよび前記第２のＣＰが異なるＣＰ値を備えるか、前記第１のトー
ン間隔および前記第２のトーン間隔が異なるトーン間隔値を備えるか、または両方の組合
せである、請求項５１に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項６２】
　前記キャリアを生成するための前記コードは、繰り返しインターバルでの送信のための
１セットの無線フレームのうちの各無線フレーム内に複数の単一周波数ネットワーク上マ
ルチキャスト／ブロードキャスト(ＭＢＳＦＮ)サブフレームを含むためのコードをさらに
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備え、少なくとも１つのＭＢＳＦＮサブフレームは、前記少なくとも１つのＭＢＳＦＮサ
ブフレームの時間ドメインにわたってマルチメディアブロードキャストマルチキャストサ
ービス(ＭＢＭＳ)リソースと非ＭＢＭＳリソースとの両方を備え、制御情報を提供するた
めのコードは、前記制御情報を前記非ＭＢＭＳリソース内に配置するためのコードをさら
に備える、請求項４５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項６３】
　前記ＭＢＭＳリソースと前記非ＭＢＭＳリソースとの両方を含む前記少なくとも１つの
ＭＢＳＦＮサブフレームを生成するための前記コードは、前記少なくとも１つのＭＢＳＦ
Ｎサブフレームが共通基準信号(ＣＲＳ)または復調基準信号(ＤＭ－ＲＳ)をさらに含む場
合に生成するためのコードをさらに備える、請求項６２に記載の非一時的コンピュータ可
読媒体。
【請求項６４】
　前記キャリアを生成するためのコードは、各ＭＢＭＳリソースによって定義された物理
マルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)において前記ブロードキャストデータを提供するため
の前記コードと、ここで、前記ＰＭＣＨは、第１のサイクリックプレフィックス(ＣＰ)お
よび第１のトーン間隔を有する、各対応する非ＭＢＭＳリソースに第２のＣＰおよび第２
のトーン間隔を提供するためのコードをさらに備え、前記第１のＣＰおよび前記第２のＣ
Ｐ、または前記第１のトーン間隔および前記第２のトーン間隔のうちの少なくとも１つは
、異なる値を備える、請求項６２に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項６５】
　前記キャリアタイプの前記キャリアを生成するための前記コードは、後方互換性のある
キャリアと関連付けられた拡張キャリアを生成するためのコードをさらに備える、請求項
４５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項６６】
　前記キャリアタイプの前記キャリアを生成するための前記コードは、独立型キャリアを
備える拡張キャリアを生成するためのコードをさらに備える、請求項４５に記載の非一時
的コンピュータ可読媒体。
【請求項６７】
　ワイヤレス通信システムでのマルチメディアブロードキャストサービスをサポートする
ための装置であって、
　ブロードキャストデータおよびユニキャストデータを含むデータトラフィックを搬送で
きるキャリアを生成するための手段と、ここにおいて前記キャリアは、既存のキャリアと
後方互換性のないもので、共通基準信号がユニキャストデータを含む１つまたは複数のサ
ブフレーム内に含まれないキャリアタイプを備える、
　前記キャリアにおける複数のサブフレームのうちの少なくとも１つのサブフレームにお
いてブロードキャストデータを搬送するための手段と、
　前記少なくとも１つのサブフレームと関連付けられた少なくとも前記ユニキャストデー
タに関して前記キャリアにおける制御情報を提供するための手段と、
　前記キャリアを送信するための手段
　を備える装置。
【請求項６８】
　前記キャリアを生成するための前記手段は、繰り返しインターバルでの送信のための１
セットの無線フレームのうちの各無線フレーム内に複数の単一周波数ネットワーク上マル
チキャスト／ブロードキャスト(ＭＢＳＦＮ)サブフレームを含み、各ＭＢＳＦＮサブフレ
ームは、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス(ＭＢＭＳ)リソースま
たは非ＭＢＭＳリソースの両方ではない少なくとも１つを備える、請求項６７に記載の装
置。
【請求項６９】
　制御情報を提供するための手段は、クロスサブフレーム、マルチサブフレーム、または
クロスキャリアアップリンク(ＵＬ)スケジューリング情報を提供する、請求項６８に記載



(10) JP 2015-522964 A5 2015.12.17

の装置。
【請求項７０】
　前記ユニキャストデータは、アップリンク送信のためのものであり、前記少なくとも１
つのサブフレームと前記ユニキャストデータの前記関連付けは、前記アップリンク送信の
ためのハイブリッドＡＲＱタイミング関係に基づく、請求項６７に記載の装置。
【請求項７１】
　前記制御情報は、前記少なくとも１つのサブフレームにおけるＵＥのためのセミパーシ
ステントスケジュールのリリースを含む、請求項６７に記載の装置。
【請求項７２】
　送信するための前記手段は、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス
(ＭＢＭＳ)のための制御チャネルを介して、ＭＣＣＨ変更通知メッセージを送信する、請
求項６７に記載の装置。
【請求項７３】
　前記キャリアを生成するための前記手段は、繰り返しインターバルでの送信のための１
セットの無線フレームのうちの各無線フレーム内に複数の単一周波数ネットワーク上マル
チキャスト／ブロードキャスト(ＭＢＳＦＮ)サブフレームを含み、各ＭＢＳＦＮサブフレ
ームは、前記ＭＢＳＦＮサブフレームの周波数ドメインにわたってマルチメディアブロー
ドキャストマルチキャストサービス(ＭＢＭＳ)リソースと非ＭＢＭＳリソースとの両方を
備え、前記制御情報は、前記制御情報を前記非ＭＢＭＳリソース内に配置するための情報
を含む、請求項６７に記載の装置。
【請求項７４】
　前記キャリアを生成するための前記手段は、各該当のＭＢＳＦＮサブフレーム内の前記
非ＭＢＭＳリソースをローカライズするか、各該当のＭＢＳＦＮサブフレーム内の前記非
ＭＢＭＳリソースを分散するか、または両方の組合せにするる、請求項７３に記載の装置
。
【請求項７５】
　前記キャリアを生成するための前記手段は、前記非ＭＢＭＳリソースと前記ＭＢＭＳリ
ソースとの間にガードバンドを含む、請求項７３に記載の装置。
【請求項７６】
　前記キャリアを生成するための前記手段は、物理マルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)に
おいて前記ブロードキャストデータを提供し、前記制御情報は、ＰＭＣＨ帯域幅またはＰ
ＭＣＨロケーションのうちの少なくとも１つを指示するための情報を含む、請求項７３に
記載の装置。
【請求項７７】
　前記キャリアを生成するための前記手段は、固定されたロケーション、準静的なロケー
ション、または動的なロケーションのうちの１つにおいて、前記ＰＭＣＨを各該当のＭＢ
ＳＦＮサブフレーム内に配置する、請求項７６に記載の装置。
【請求項７８】
　前記キャリアを生成するための前記手段は、各ＰＭＣＨの前記準静的なロケーションお
よび前記動的なロケーションをサブフレームごとにバックホールシグナリングを介して調
整する、請求項７７に記載の装置。
【請求項７９】
　前記制御情報を提供するための手段は、制御チャネルにおいて前記ＰＭＣＨ帯域幅また
は前記ＰＭＣＨロケーションのうちの少なくとも１つを指示する、請求項７６に記載の装
置。
【請求項８０】
　前記キャリアを生成するための前記手段は、第１のサイクリックプレフィックス(ＣＰ)
および第１のトーン間隔を有する物理マルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)において前記ブ
ロードキャストデータを提供し、各ＭＢＳＦＮサブフレームの各非ＭＢＭＳリソースに第
２のＣＰおよび第２のトーン間隔を提供し、前記第１のＣＰおよび前記第２のＣＰは、同
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じＣＰ値を備え、前記第１のトーン間隔および前記第２のトーン間隔は、同じトーン間隔
値を備える、請求項７３に記載の装置。
【請求項８１】
　前記キャリアを生成するための前記手段は、少なくとも１つのユーザ機器のための１セ
ットのサブフレームに関するサイクリックプレフィックス(ＣＰ)タイプおよびトーン間隔
のうちの少なくとも１つを指示し、前記ＣＰタイプおよび前記トーン間隔のうちの前記指
示された少なくとも１つは、前記セットのサブフレームに属していないサブフレームのも
のとは異なる、請求項６７に記載の装置。
【請求項８２】
　前記キャリアを生成するための前記手段は、第１のサブフレームにおいて前記ブロード
キャストデータのための第１の帯域幅を決定し、第２のサブフレームにおいて前記ブロー
ドキャストデータのための、前記第１の帯域幅とは異なる第２の帯域幅を決定する、請求
項６７に記載の装置。
【請求項８３】
　前記キャリアを生成するための前記手段は、第１のサイクリックプレフィックス(ＣＰ)
および第１のトーン間隔を有する物理マルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)において前記ブ
ロードキャストデータを提供し、各ＭＢＳＦＮサブフレームの各非ＭＢＭＳリソースに第
２のＣＰおよび第２のトーン間隔を提供し、前記第１のＣＰおよび前記第２のＣＰが異な
るＣＰ値を備えるか、前記第１のトーン間隔および前記第２のトーン間隔が異なるトーン
間隔値を備えるか、または両方の組合せである、請求項７３に記載の装置。
【請求項８４】
　前記キャリアを生成するための前記手段は、繰り返しインターバルでの送信のための１
セットの無線フレームのうちの各無線フレーム内に複数の単一周波数ネットワーク上マル
チキャスト／ブロードキャスト(ＭＢＳＦＮ)サブフレームを含み、少なくとも１つのＭＢ
ＳＦＮサブフレームは、前記少なくとも１つのＭＢＳＦＮサブフレームの時間ドメインに
わたってマルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス(ＭＢＭＳ)リソースと
非ＭＢＭＳリソースとの両方を備え、前記制御情報は、前記制御情報を前記非ＭＢＭＳリ
ソース内に配置するための情報を含む、請求項６７に記載の装置。
【請求項８５】
　生成するための前記手段は、前記ＭＢＭＳリソースと前記非ＭＢＭＳリソースとの両方
を含む前記少なくとも１つのＭＢＳＦＮサブフレームを、前記少なくとも１つのＭＢＳＦ
Ｎサブフレームが共通基準信号(ＣＲＳ)または復調基準信号(ＤＭ－ＲＳ)をさらに含む場
合に生成する、請求項８４に記載の装置。
【請求項８６】
　前記キャリアを生成するための前記手段は、各ＭＢＭＳリソースによって定義された物
理マルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)において前記ブロードキャストデータを提供し、こ
こで、前記ＰＭＣＨは、第１のサイクリックプレフィックス(ＣＰ)および第１のトーン間
隔を有するものであり、かつ各対応する非ＭＢＭＳリソースに第２のＣＰおよび第２のト
ーン間隔を提供し、前記第１のＣＰおよび前記第２のＣＰ、または前記第１のトーン間隔
および前記第２のトーン間隔のうちの少なくとも１つは、異なる値を備える、請求項８４
に記載の装置。
【請求項８７】
　前記キャリアを生成するための手段は、後方互換性のあるキャリアと関連付けられた拡
張キャリアを生成する、請求項６７に記載の装置。
【請求項８８】
　前記キャリアを生成するための手段は、独立型キャリアを備える拡張キャリアを生成す
る、請求項６７に記載の装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０８】
　[00130]　本開示の先の説明は、当業者が本開示を行ったり使用したりすることを可能
にするために提供される。本開示に対する様々な変更は、当業者には容易に明らかであり
、本明細書で定義された包括的な原理は、本開示の精神または範囲から逸脱することなく
他の変形例に適用され得る。よって、本開示は、本明細書において説明される実例および
設計に限定されるように意図されたものではなく、本明細書において開示された原理およ
び新規の特徴と一致する最大範囲であると認められるべきである。
　以下に本出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　ワイヤレス通信システムでのマルチメディアブロードキャストサービスをサポー
トする方法であって、
　ブロードキャストデータおよびユニキャストデータを含むデータトラフィックを搬送で
きるキャリアを生成することと、ここにおいて前記キャリアは、既存のキャリアと後方互
換性のないキャリアタイプを備える、
　複数のサブフレームのうちの少なくとも１つのサブフレームにおいてブロードキャスト
データを送信することと、
　前記少なくとも１つのサブフレームと関連付けられた少なくともユニキャストデータに
関する制御情報を提供することと、
　前記キャリアを送信すること
　を備える方法。
[Ｃ２]　前記キャリアを生成することは、繰り返しインターバルでの送信のための１セッ
トの無線フレームのうちの各無線フレーム内に複数の単一周波数ネットワーク上マルチキ
ャスト／ブロードキャスト(ＭＢＳＦＮ)サブフレームを含むことをさらに備え、各ＭＢＳ
ＦＮサブフレームは、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス(ＭＢＭ
Ｓ)リソースまたは非ＭＢＭＳリソースの両方ではない少なくとも１つを備える、Ｃ１に
記載の方法。
[Ｃ３]　制御情報を提供することは、クロスサブフレーム、マルチサブフレーム、または
クロスキャリアアップリンク(ＵＬ)スケジューリング情報を提供することをさらに備える
、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ４]　前記ユニキャストデータは、アップリンク送信のためのものであり、前記少なく
とも１つのサブフレームと前記ユニキャストデータの前記関連付けは、前記アップリンク
送信のためのハイブリッドＡＲＱタイミング関係に基づく、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ５]　前記少なくとも１つのサブフレームにおけるＵＥのためのセミパーシステントス
ケジュールのリリースを指示する制御情報を提供することをさらに備える、Ｃ１に記載の
方法。
[Ｃ６]　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス(ＭＢＭＳ)のための制
御チャネルを介して、ＭＣＣＨ変更通知メッセージを送信することをさらに備える、Ｃ１
に記載の方法。
[Ｃ７]　前記キャリアを生成することは、繰り返しインターバルでの送信のための１セッ
トの無線フレームのうちの各無線フレーム内に複数の単一周波数ネットワーク上マルチキ
ャスト／ブロードキャスト(ＭＢＳＦＮ)サブフレームを含むことをさらに備え、各ＭＢＳ
ＦＮサブフレームは、前記ＭＢＳＦＮサブフレームの周波数ドメインにわたってマルチメ
ディアブロードキャストマルチキャストサービス(ＭＢＭＳ)リソースと非ＭＢＭＳリソー
スとの両方を備え、制御情報を提供することは、前記制御情報を前記非ＭＢＭＳリソース
内に配置することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ８]　前記非ＭＢＭＳリソースを各々有する前記複数のＭＢＳＦＮサブフレームを含む
前記キャリアを生成することは、各該当のＭＢＳＦＮサブフレーム内の前記非ＭＢＭＳリ
ソースをローカライズすることか、各該当のＭＢＳＦＮサブフレーム内の前記非ＭＢＭＳ
リソースを分散することか、または両方の組合せをさらに備える、Ｃ７に記載の方法。
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[Ｃ９]　前記非ＭＢＭＳリソースおよび前記ＭＢＭＳリソースを各々有する前記複数のＭ
ＢＳＦＮサブフレームを含む前記キャリアを生成することは、前記非ＭＢＭＳリソースと
前記ＭＢＭＳリソースとの間にガードバンドを含むことをさらに備える、Ｃ７に記載の方
法。
[Ｃ１０]　前記キャリアを生成することは、物理マルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)にお
いて前記ブロードキャストデータを提供することをさらに備え、制御情報を提供すること
は、ＰＭＣＨ帯域幅またはＰＭＣＨロケーションのうちの少なくとも１つを指示すること
をさらに備える、Ｃ７に記載の方法。
[Ｃ１１]　前記ＰＭＣＨにおいて前記ブロードキャストデータを提供することは、固定さ
れたロケーション、準静的なロケーション、または動的なロケーションのうちの１つにお
いて、前記ＰＭＣＨを各該当のＭＢＳＦＮサブフレーム内に配置することをさらに備える
、Ｃ１０に記載の方法。
[Ｃ１２]　各ＰＭＣＨの前記準静的なロケーションおよび前記動的なロケーションをサブ
フレームごとにバックホールシグナリングを介して調整することをさらに備える、Ｃ１１
に記載の方法。
[Ｃ１３]　前記ＰＭＣＨ帯域幅または前記ＰＭＣＨロケーションのうちの少なくとも１つ
を指示することは、制御チャネルにおいて指示することをさらに備える、Ｃ１０に記載の
方法。
[Ｃ１４]　前記キャリアを生成することは、第１のサイクリックプレフィックス(ＣＰ)お
よび第１のトーン間隔を有する物理マルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)において前記ブロ
ードキャストデータを提供することと、各ＭＢＳＦＮサブフレームの各非ＭＢＭＳリソー
スに第２のＣＰおよび第２のトーン間隔を提供することをさらに備え、前記第１のＣＰお
よび前記第２のＣＰは、同じＣＰ値を備え、前記第１のトーン間隔および前記第２のトー
ン間隔は、同じトーン間隔値を備える、Ｃ７に記載の方法。
[Ｃ１５]　少なくとも１つのユーザ機器のための１セットのサブフレームに関するサイク
リックプレフィックス(ＣＰ)タイプおよびトーン間隔のうちの少なくとも１つを指示する
ことをさらに備え、前記ＣＰタイプおよび前記トーン間隔のうちの前記指示された少なく
とも１つは、前記セットのサブフレームに属していないサブフレームのものとは異なる、
Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１６]　第１のサブフレームにおいて前記ブロードキャストデータのための第１の帯域
幅を決定することと、第２のサブフレームにおいて前記ブロードキャストデータのための
、前記第１の帯域幅とは異なる第２の帯域幅を決定することをさらに備える、Ｃ１に記載
の方法。
[Ｃ１７]　前記キャリアを生成することは、第１のサイクリックプレフィックス(ＣＰ)お
よび第１のトーン間隔を有する物理マルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)において前記ブロ
ードキャストデータを提供することと、各ＭＢＳＦＮサブフレームの各非ＭＢＭＳリソー
スに第２のＣＰおよび第２のトーン間隔を提供することをさらに備え、前記第１のＣＰお
よび前記第２のＣＰが異なるＣＰ値を備えるか、前記第１のトーン間隔および前記第２の
トーン間隔が異なるトーン間隔値を備えるか、または両方の組合せである、Ｃ７に記載の
方法。
[Ｃ１８]　前記キャリアを生成することは、繰り返しインターバルでの送信のための１セ
ットの無線フレームのうちの各無線フレーム内に複数の単一周波数ネットワーク上マルチ
キャスト／ブロードキャスト(ＭＢＳＦＮ)サブフレームを含むことをさらに備え、少なく
とも１つのＭＢＳＦＮサブフレームは、前記少なくとも１つのＭＢＳＦＮサブフレームの
時間ドメインにわたってマルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス(ＭＢ
ＭＳ)リソースと非ＭＢＭＳリソースとの両方を備え、制御情報を提供することは、前記
制御情報を前記非ＭＢＭＳリソース内に配置することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法
。
[Ｃ１９]　前記ＭＢＭＳリソースと前記非ＭＢＭＳリソースとの両方を含む前記少なくと
も１つのＭＢＳＦＮサブフレームを生成することは、前記少なくとも１つのＭＢＳＦＮサ
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ブフレームが共通基準信号(ＣＲＳ)または復調基準信号(ＤＭ－ＲＳ)をさらに含む場合に
生成することをさらに備える、Ｃ１８に記載の方法。
[Ｃ２０]　前記キャリアを生成することは、各ＭＢＭＳリソースによって定義された物理
マルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)において前記ブロードキャストデータを提供すること
と、ここで前記ＰＭＣＨは第１のサイクリックプレフィックス(ＣＰ)および第１のトーン
間隔を有する、各対応する非ＭＢＭＳリソースに第２のＣＰおよび第２のトーン間隔を提
供することをさらに備える、前記第１のＣＰおよび前記第２のＣＰ、または前記第１のト
ーン間隔および前記第２のトーン間隔のうちの少なくとも１つは異なる値を備える、Ｃ１
８に記載の方法。
[Ｃ２１]　後方互換性のない前記キャリアタイプの前記キャリアを生成することは、後方
互換性のあるキャリアと関連付けられた拡張キャリアを生成することをさらに備える、Ｃ
１に記載の方法。
[Ｃ２２]　後方互換性のない前記キャリアタイプの前記キャリアを生成することは、独立
型キャリアを備える拡張キャリアを生成することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ２３]　前記既存のキャリアは、セル固有基準信号を備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ２４]　ワイヤレス通信システムでのマルチメディアブロードキャストサービスをサポ
ートする装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されるメモリと、
　を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
 ブロードキャストデータおよびユニキャストデータを含むデータトラフィックを搬送で
きるキャリアを生成し、ここにおいて前記キャリアは、既存のキャリアと後方互換性のな
いキャリアタイプを備える、
 複数のサブフレームのうちの少なくとも１つのサブフレームにおいてブロードキャスト
データを送信し、
 前記少なくとも１つのサブフレームと関連付けられた少なくともユニキャストデータに
関する制御情報を提供し、
 前記キャリアを送信する
　ように構成される、装置。
[Ｃ２５]　前記キャリアを生成するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは
、繰り返しインターバルでの送信のための１セットの無線フレームのうちの各無線フレー
ム内に複数の単一周波数ネットワーク上マルチキャスト／ブロードキャスト(ＭＢＳＦＮ)
サブフレームを含むようにさらに構成され、各ＭＢＳＦＮサブフレームは、マルチメディ
アブロードキャストマルチキャストサービス(ＭＢＭＳ)リソースまたは非ＭＢＭＳリソー
スの両方ではない少なくとも１つを備える、Ｃ２４に記載の装置。
[Ｃ２６]　制御情報を提供するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは、ク
ロスサブフレーム、マルチサブフレーム、またはクロスキャリアアップリンク(ＵＬ)スケ
ジューリング情報を提供するようにさらに構成される、Ｃ２５に記載の装置。
[Ｃ２７]　前記ユニキャストデータは、アップリンク送信のためのものであり、前記少な
くとも１つのサブフレームと前記ユニキャストデータの前記関連付けは、前記アップリン
ク送信のためのハイブリッドＡＲＱタイミング関係に基づく、Ｃ２４に記載の装置。
[Ｃ２８]　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記少なくとも１つのサブフレームにお
けるＵＥのためのセミパーシステントスケジュールのリリースを指示する制御情報を提供
するようにさらに構成される、Ｃ２４に記載の装置。
[Ｃ２９]　前記少なくとも１つのプロセッサは、マルチメディアブロードキャストマルチ
キャストサービス(ＭＢＭＳ)のための制御チャネルを介して、ＭＣＣＨ変更通知メッセー
ジを送信するようにさらに構成される、Ｃ２４に記載の装置。
[Ｃ３０]　前記キャリアを生成するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは
、繰り返しインターバルでの送信のための１セットの無線フレームのうちの各無線フレー
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ム内に複数の単一周波数ネットワーク上マルチキャスト／ブロードキャスト(ＭＢＳＦＮ)
サブフレームを含むようにさらに構成され、各ＭＢＳＦＮサブフレームは、前記ＭＢＳＦ
Ｎサブフレームの周波数ドメインにわたってマルチメディアブロードキャストマルチキャ
ストサービス(ＭＢＭＳ)リソースと非ＭＢＭＳリソースとの両方を備え、制御情報を提供
することは、前記制御情報を前記非ＭＢＭＳリソース内に配置することをさらに備える、
Ｃ２４に記載の装置。
[Ｃ３１]　前記非ＭＢＭＳリソースを各々有する前記複数のＭＢＳＦＮサブフレームを含
む前記キャリアを生成するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは、各該当
のＭＢＳＦＮサブフレーム内の前記非ＭＢＭＳリソースをローカライズするか、各該当の
ＭＢＳＦＮサブフレーム内の前記非ＭＢＭＳリソースを分散するか、または両方の組合せ
を行うようにさらに構成される、Ｃ３０に記載の装置。
[Ｃ３２]　前記非ＭＢＭＳリソースおよび前記ＭＢＭＳリソースを各々有する前記複数の
ＭＢＳＦＮサブフレームを含む前記キャリアを生成するように構成された前記少なくとも
１つのプロセッサは、前記非ＭＢＭＳリソースと前記ＭＢＭＳリソースとの間にガードバ
ンドを含むようにさらに構成される、Ｃ３０に記載の装置。
[Ｃ３３]　前記キャリアを生成するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは
、物理マルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)において前記ブロードキャストデータを提供す
るようにさらに構成され、制御情報を提供するように構成された前記少なくとも１つのプ
ロセッサは、ＰＭＣＨ帯域幅またはＰＭＣＨロケーションのうちの少なくとも１つを指示
するようにさらに構成される、Ｃ３０に記載の装置。
[Ｃ３４]　前記ＰＭＣＨにおいて前記ブロードキャストデータを提供するように構成され
た前記少なくとも１つのプロセッサは、固定されたロケーション、準静的なロケーション
、または動的なロケーションのうちの１つにおいて、前記ＰＭＣＨを各該当のＭＢＳＦＮ
サブフレーム内に配置するようにさらに構成される、Ｃ３３に記載の装置。
[Ｃ３５]　前記少なくとも１つのプロセッサは、各ＰＭＣＨの前記準静的なロケーション
および前記動的なロケーションをサブフレームごとにバックホールシグナリングを介して
調整するようにさらに構成される、Ｃ３４に記載の装置。
[Ｃ３６]　前記ＰＭＣＨ帯域幅または前記ＰＭＣＨロケーションのうちの少なくとも１つ
を指示するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは、制御チャネルにおいて
前記ＰＭＣＨ帯域幅または前記ＰＭＣＨロケーションのうちの少なくとも１つを指示する
ようにさらに構成される、Ｃ３３に記載の装置。
[Ｃ３７]　前記キャリアを生成するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは
、第１のサイクリックプレフィックス(ＣＰ)および第１のトーン間隔を有する物理マルチ
キャストチャネル(ＰＭＣＨ)において前記ブロードキャストデータを提供し、各ＭＢＳＦ
Ｎサブフレームの各非ＭＢＭＳリソースに第２のＣＰおよび第２のトーン間隔を提供する
ようにさらに構成され、前記第１のＣＰおよび前記第２のＣＰは、同じＣＰ値を備え、前
記第１のトーン間隔および前記第２のトーン間隔は、同じトーン間隔値を備える、Ｃ３０
に記載の装置。
[Ｃ３８]　前記少なくとも１つのプロセッサは、少なくとも１つのユーザ機器のための１
セットのサブフレームに関するサイクリックプレフィックス(ＣＰ)タイプおよびトーン間
隔のうちの少なくとも１つを指示するようにさらに構成され、前記ＣＰタイプおよび前記
トーン間隔のうちの前記指示された少なくとも１つは、前記セットのサブフレームに属し
ていないサブフレームのものとは異なる、Ｃ２４に記載の装置。
[Ｃ３９]　前記少なくとも１つのプロセッサは、第１のサブフレームにおいて前記ブロー
ドキャストデータのための第１の帯域幅を決定し、第２のサブフレームにおいて前記ブロ
ードキャストデータのための、前記第１の帯域幅とは異なる第２の帯域幅を決定するよう
にさらに構成される、Ｃ２４に記載の装置。
[Ｃ４０]　前記キャリアを生成するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは
、第１のサイクリックプレフィックス(ＣＰ)および第１のトーン間隔を有する物理マルチ
キャストチャネル(ＰＭＣＨ)において前記ブロードキャストデータを提供し、各ＭＢＳＦ
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Ｎサブフレームの各非ＭＢＭＳリソースに第２のＣＰおよび第２のトーン間隔を提供する
ようにさらに構成され、前記第１のＣＰおよび前記第２のＣＰが異なるＣＰ値を備えるか
、前記第１のトーン間隔および前記第２のトーン間隔が異なるトーン間隔値を備えるか、
または両方の組合せである、Ｃ３０に記載の装置。
[Ｃ４１]　前記キャリアを生成するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは
、繰り返しインターバルでの送信のための１セットの無線フレームのうちの各無線フレー
ム内に複数の単一周波数ネットワーク上マルチキャスト／ブロードキャスト(ＭＢＳＦＮ)
サブフレームを含むようにさらに構成され、少なくとも１つのＭＢＳＦＮサブフレームは
、前記少なくとも１つのＭＢＳＦＮサブフレームの時間ドメインにわたってマルチメディ
アブロードキャストマルチキャストサービス(ＭＢＭＳ)リソースと非ＭＢＭＳリソースと
の両方を備え、制御情報を提供するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは
、前記制御情報を前記非ＭＢＭＳリソース内に配置するようにさらに構成される、Ｃ２４
に記載の装置。
[Ｃ４２]　前記ＭＢＭＳリソースと前記非ＭＢＭＳリソースとの両方を含む前記少なくと
も１つのＭＢＳＦＮサブフレームを生成するように構成された前記少なくとも１つのプロ
セッサは、前記少なくとも１つのＭＢＳＦＮサブフレームが共通基準信号(ＣＲＳ)または
復調基準信号(ＤＭ－ＲＳ)を含む場合に生成するようにさらに構成される、Ｃ４１に記載
の装置。
[Ｃ４３]　前記キャリアを生成するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは
、各ＭＢＭＳリソースによって定義された物理マルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)におい
て前記ブロードキャストデータを提供し、ここで、前記ＰＭＣＨは、第１のサイクリック
プレフィックス(ＣＰ)および第１のトーン間隔を有する、各対応する非ＭＢＭＳリソース
に第２のＣＰおよび第２のトーン間隔を提供するようにさらに構成され、前記第１のＣＰ
および前記第２のＣＰ、または前記第１のトーン間隔および前記第２のトーン間隔のうち
の少なくとも１つは、異なる値を備える、Ｃ４１に記載の装置。
[Ｃ４４]　後方互換性のない前記キャリアタイプの前記キャリアを生成するように構成さ
れた前記少なくとも１つのプロセッサは、後方互換性のあるキャリアと関連付けられた拡
張キャリアを生成するようにさらに構成される、Ｃ２４に記載の装置。
[Ｃ４５]　後方互換性のない前記キャリアタイプの前記キャリアを生成するように構成さ
れた前記少なくとも１つのプロセッサは、独立型キャリアを備える拡張キャリアを生成す
るようにさらに構成される、Ｃ２４に記載の装置。
[Ｃ４６]　前記既存のキャリアは、セル固有基準信号を備える、Ｃ２４に記載の装置。
[Ｃ４７]　ワイヤレス通信システムでのマルチメディアブロードキャストサービスをサポ
ートするためのコンピュータプログラム製品であって、
 ブロードキャストデータおよびユニキャストデータを含むデータトラフィックを搬送で
きるキャリアを生成し、ここにおいて前記キャリアは、既存のキャリアと後方互換性のな
いキャリアタイプを備える、
 複数のサブフレームのうちの少なくとも１つのサブフレームにおいてブロードキャスト
データを送信し、
 前記少なくとも１つのサブフレームと関連付けられた少なくともユニキャストデータに
関する制御情報を提供し、
 前記キャリアを送信する
　ためのコードを備える、非一時的コンピュータ可読媒体
　を備える、コンピュータプログラム製品。
[Ｃ４８]　前記キャリアを生成するための前記コードは、繰り返しインターバルでの送信
のための１セットの無線フレームのうちの各無線フレーム内に複数の単一周波数ネットワ
ーク上マルチキャスト／ブロードキャスト(ＭＢＳＦＮ)サブフレームを含むためのコード
をさらに備え、各ＭＢＳＦＮサブフレームは、マルチメディアブロードキャストマルチキ
ャストサービス(ＭＢＭＳ)リソースまたは非ＭＢＭＳリソースの両方ではない少なくとも
１つを備える、Ｃ４７に記載のコンピュータプログラム製品。
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[Ｃ４９]　制御情報を提供するためのコードは、クロスサブフレーム、マルチサブフレー
ム、またはクロスキャリアアップリンク(ＵＬ)スケジューリング情報を提供するためのコ
ードをさらに備える、Ｃ４８に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ５０]　前記ユニキャストデータは、アップリンク送信のためのものであり、前記少な
くとも１つのサブフレームと前記ユニキャストデータの前記関連付けは、前記アップリン
ク送信のためのハイブリッドＡＲＱタイミング関係に基づく、Ｃ４７に記載のコンピュー
タプログラム製品。
[Ｃ５１]　前記少なくとも１つのサブフレームにおけるＵＥのためのセミパーシステント
スケジュールのリリースを指示する制御情報を提供するためのコードをさらに備える、Ｃ
４７に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ５２]　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス(ＭＢＭＳ)のための
制御チャネルを介して、ＭＣＣＨ変更通知メッセージを送信するためのコードをさらに備
える、Ｃ４７に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ５３]　前記キャリアを生成するためのコードは、繰り返しインターバルでの送信のた
めの１セットの無線フレームのうちの各無線フレーム内に複数の単一周波数ネットワーク
上マルチキャスト／ブロードキャスト(ＭＢＳＦＮ)サブフレームを含むためのコードをさ
らに備え、各ＭＢＳＦＮサブフレームは、前記ＭＢＳＦＮサブフレームの周波数ドメイン
にわたってマルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス(ＭＢＭＳ)リソース
と非ＭＢＭＳリソースとの両方を備え、制御情報を提供するためのコードは、前記制御情
報を前記非ＭＢＭＳリソース内に配置するためのコードをさらに備える、Ｃ４７に記載の
コンピュータプログラム製品。
[Ｃ５４]　前記非ＭＢＭＳリソースを各々有する前記複数のＭＢＳＦＮサブフレームを含
む前記キャリアを生成するためのコードは、各該当のＭＢＳＦＮサブフレーム内の前記非
ＭＢＭＳリソースをローカライズするためのコードか、各該当のＭＢＳＦＮサブフレーム
内の前記非ＭＢＭＳリソースを分散するためのコードか、または両方の組合せをさらに備
える、Ｃ５３に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ５５]　前記非ＭＢＭＳリソースおよび前記ＭＢＭＳリソースを各々有する前記複数の
ＭＢＳＦＮサブフレームを含む前記キャリアを生成するためのコードは、前記非ＭＢＭＳ
リソースと前記ＭＢＭＳリソースとの間にガードバンドを含むためのコードをさらに備え
る、Ｃ５３に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ５６]　前記キャリアを生成するためのコードは、物理マルチキャストチャネル(ＰＭ
ＣＨ)において前記ブロードキャストデータを提供するためのコードをさらに備え、制御
情報を提供するためのコードは、ＰＭＣＨ帯域幅またはＰＭＣＨロケーションのうちの少
なくとも１つを指示するためのコードをさらに備える、Ｃ５３に記載のコンピュータプロ
グラム製品。
[Ｃ５７]　前記ＰＭＣＨにおいて前記ブロードキャストデータを提供するためのコードは
、固定されたロケーション、準静的なロケーション、または動的なロケーションのうちの
１つにおいて、前記ＰＭＣＨを各該当のＭＢＳＦＮサブフレーム内に配置するためのコー
ドをさらに備える、Ｃ５６に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ５８]　各ＰＭＣＨの前記準静的なロケーションおよび前記動的なロケーションをサブ
フレームごとにバックホールシグナリングを介して調整するためのコードをさらに備える
、Ｃ５７に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ５９]　前記ＰＭＣＨ帯域幅または前記ＰＭＣＨロケーションのうちの少なくとも１つ
を指示するためのコードは、制御チャネルにおいて指示するためのコードをさらに備える
、Ｃ５６に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ６０]　前記キャリアを生成するためのコードは、第１のサイクリックプレフィックス
(ＣＰ)および第１のトーン間隔を有する物理マルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)において
前記ブロードキャストデータを提供するためのコードと、各ＭＢＳＦＮサブフレームの各
非ＭＢＭＳリソースに第２のＣＰおよび第２のトーン間隔を提供するためのコードをさら
に備え、前記第１のＣＰおよび前記第２のＣＰは、同じＣＰ値を備え、前記第１のトーン
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間隔および前記第２のトーン間隔は、同じトーン間隔値を備える、Ｃ５３に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
[Ｃ６１]　少なくとも１つのユーザ機器のための１セットのサブフレームに関するサイク
リックプレフィックス(ＣＰ)タイプおよびトーン間隔のうちの少なくとも１つを指示する
ためのコードをさらに備え、前記ＣＰタイプおよび前記トーン間隔のうちの前記指示され
た少なくとも１つは、前記セットのサブフレームに属していないサブフレームのものとは
異なる、Ｃ４７に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ６２]　第１のサブフレームにおいて前記ブロードキャストデータのための第１の帯域
幅を決定し、第２のサブフレームにおいて前記ブロードキャストデータのための、前記第
１の帯域幅とは異なる第２の帯域幅を決定するためのコードをさらに備える、Ｃ４７に記
載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ６３]　前記キャリアを生成するためのコードは、第１のサイクリックプレフィックス
(ＣＰ)および第１のトーン間隔を有する物理マルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)において
前記ブロードキャストデータを提供するためのコードと、各ＭＢＳＦＮサブフレームの各
非ＭＢＭＳリソースに第２のＣＰおよび第２のトーン間隔を提供するためのコードをさら
に備え、前記第１のＣＰおよび前記第２のＣＰが異なるＣＰ値を備えるか、前記第１のト
ーン間隔および前記第２のトーン間隔が異なるトーン間隔値を備えるか、または両方の組
合せである、Ｃ５３に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ６４]　前記キャリアを生成するためのコードは、繰り返しインターバルでの送信のた
めの１セットの無線フレームのうちの各無線フレーム内に複数の単一周波数ネットワーク
上マルチキャスト／ブロードキャスト(ＭＢＳＦＮ)サブフレームを含むためのコードをさ
らに備え、少なくとも１つのＭＢＳＦＮサブフレームは、前記少なくとも１つのＭＢＳＦ
Ｎサブフレームの時間ドメインにわたってマルチメディアブロードキャストマルチキャス
トサービス(ＭＢＭＳ)リソースと非ＭＢＭＳリソースとの両方を備え、制御情報を提供す
るためのコードは、前記制御情報を前記非ＭＢＭＳリソース内に配置するためのコードを
さらに備える、Ｃ４７に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ６５]　前記ＭＢＭＳリソースと前記非ＭＢＭＳリソースとの両方を含む前記少なくと
も１つのＭＢＳＦＮサブフレームを生成するためのコードは、前記少なくとも１つのＭＢ
ＳＦＮサブフレームが共通基準信号(ＣＲＳ)または復調基準信号(ＤＭ－ＲＳ)をさらに含
む場合に生成するためのコードをさらに備える、Ｃ６４に記載のコンピュータプログラム
製品。
[Ｃ６６]　前記キャリアを生成するためのコードは、各ＭＢＭＳリソースによって定義さ
れた物理マルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)において前記ブロードキャストデータを提供
するためのコードと、ここで、前記ＰＭＣＨは、第１のサイクリックプレフィックス(Ｃ
Ｐ)および第１のトーン間隔を有する、各対応する非ＭＢＭＳリソースに第２のＣＰおよ
び第２のトーン間隔を提供するためのコードをさらに備え、前記第１のＣＰおよび前記第
２のＣＰ、または前記第１のトーン間隔および前記第２のトーン間隔のうちの少なくとも
１つは、異なる値を備える、Ｃ６４に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ６７]　後方互換性のない前記キャリアタイプの前記キャリアを生成するためのコード
は、後方互換性のあるキャリアと関連付けられた拡張キャリアを生成するためのコードを
さらに備える、Ｃ４７に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ６８]　後方互換性のない前記キャリアタイプの前記キャリアを生成するためのコード
は、独立型キャリアを備える拡張キャリアを生成するためのコードをさらに備える、Ｃ４
７に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ６９]　前記既存のキャリアは、セル固有基準信号を備える、Ｃ４７に記載のコンピュ
ータプログラム製品。
[Ｃ７０]　ワイヤレス通信システムでのマルチメディアブロードキャストサービスをサポ
ートするための装置であって、
　ブロードキャストデータおよびユニキャストデータを含むデータトラフィックを搬送で
きるキャリアを生成するための手段と、ここにおいて前記キャリアは、既存のキャリアと
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後方互換性のないキャリアタイプを備える、
　複数のサブフレームのうちの少なくとも１つのサブフレームにおいてブロードキャスト
データを送信するための手段と、
　前記少なくとも１つのサブフレームと関連付けられた少なくともユニキャストデータに
関する制御情報を提供するための手段と、
　前記キャリアを送信するための手段
　を備える装置。
[Ｃ７１]　前記キャリアを生成するための前記手段は、繰り返しインターバルでの送信の
ための１セットの無線フレームのうちの各無線フレーム内に複数の単一周波数ネットワー
ク上マルチキャスト／ブロードキャスト(ＭＢＳＦＮ)サブフレームを含むための手段をさ
らに備え、各ＭＢＳＦＮサブフレームは、マルチメディアブロードキャストマルチキャス
トサービス(ＭＢＭＳ)リソースまたは非ＭＢＭＳリソースの両方ではない少なくとも１つ
を備える、Ｃ７０に記載の装置。
[Ｃ７２]　制御情報を提供するための手段は、クロスサブフレーム、マルチサブフレーム
、またはクロスキャリアアップリンク(ＵＬ)スケジューリング情報を提供するための手段
をさらに備える、Ｃ７１に記載の装置。
[Ｃ７３]　前記ユニキャストデータは、アップリンク送信のためのものであり、前記少な
くとも１つのサブフレームと前記ユニキャストデータの前記関連付けは、前記アップリン
ク送信のためのハイブリッドＡＲＱタイミング関係に基づく、Ｃ７０に記載の装置。
[Ｃ７４]　前記少なくとも１つのサブフレームにおけるＵＥのためのセミパーシステント
スケジュールのリリースを指示する制御情報を提供するための手段をさらに備える、Ｃ７
０に記載の装置。
[Ｃ７５]　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス(ＭＢＭＳ)のための
制御チャネルを介して、ＭＣＣＨ変更通知メッセージを送信するための手段をさらに備え
る、Ｃ７０に記載の装置。
[Ｃ７６]　前記キャリアを生成するための手段は、繰り返しインターバルでの送信のため
の１セットの無線フレームのうちの各無線フレーム内に複数の単一周波数ネットワーク上
マルチキャスト／ブロードキャスト(ＭＢＳＦＮ)サブフレームを含むための手段をさらに
備え、各ＭＢＳＦＮサブフレームは、前記ＭＢＳＦＮサブフレームの周波数ドメインにわ
たってマルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス(ＭＢＭＳ)リソースと非
ＭＢＭＳリソースとの両方を備え、制御情報を提供するための手段は、前記制御情報を前
記非ＭＢＭＳリソース内に配置するための手段をさらに備える、Ｃ７０に記載の装置。
[Ｃ７７]　前記非ＭＢＭＳリソースを各々有する前記複数のＭＢＳＦＮサブフレームを含
む前記キャリアを生成するための手段は、各該当のＭＢＳＦＮサブフレーム内の前記非Ｍ
ＢＭＳリソースをローカライズするための手段か、各該当のＭＢＳＦＮサブフレーム内の
前記非ＭＢＭＳリソースを分散するための手段か、または両方の組合せをさらに備える、
Ｃ７６に記載の装置。
[Ｃ７８]　前記非ＭＢＭＳリソースおよび前記ＭＢＭＳリソースを各々有する前記複数の
ＭＢＳＦＮサブフレームを含む前記キャリアを生成するための手段は、前記非ＭＢＭＳリ
ソースと前記ＭＢＭＳリソースとの間にガードバンドを含むための手段をさらに備える、
Ｃ７６に記載の装置。
[Ｃ７９]　前記キャリアを生成するための手段は、物理マルチキャストチャネル(ＰＭＣ
Ｈ)において前記ブロードキャストデータを提供するための手段をさらに備え、制御情報
を提供するための手段は、ＰＭＣＨ帯域幅またはＰＭＣＨロケーションのうちの少なくと
も１つを指示するための手段をさらに備える、Ｃ７６に記載の装置。
[Ｃ８０]　前記ＰＭＣＨにおいて前記ブロードキャストデータを提供するための手段は、
固定されたロケーション、準静的なロケーション、または動的なロケーションのうちの１
つにおいて、前記ＰＭＣＨを各該当のＭＢＳＦＮサブフレーム内に配置するための手段を
さらに備える、Ｃ７９に記載の装置。
[Ｃ８１]　各ＰＭＣＨの前記準静的なロケーションおよび前記動的なロケーションをサブ
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フレームごとにバックホールシグナリングを介して調整するための手段をさらに備える、
Ｃ８０に記載の装置。
[Ｃ８２]　前記ＰＭＣＨ帯域幅または前記ＰＭＣＨロケーションのうちの少なくとも１つ
を指示するための手段は、制御チャネルにおいて 指示するための手段をさらに備える、
Ｃ７９に記載の装置。
[Ｃ８３]　前記キャリアを生成するための手段は、第１のサイクリックプレフィックス(
ＣＰ)および第１のトーン間隔を有する物理マルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)において
前記ブロードキャストデータを提供するための手段と、各ＭＢＳＦＮサブフレームの各非
ＭＢＭＳリソースに第２のＣＰおよび第２のトーン間隔を提供するための手段をさらに備
え、前記第１のＣＰおよび前記第２のＣＰは、同じＣＰ値を備え、前記第１のトーン間隔
および前記第２のトーン間隔は、同じトーン間隔値を備える、Ｃ７６に記載の装置。
[Ｃ８４]　少なくとも１つのユーザ機器のための１セットのサブフレームに関するサイク
リックプレフィックス(ＣＰ)タイプおよびトーン間隔のうちの少なくとも１つを指示する
ための手段をさらに備え、前記ＣＰタイプおよび前記トーン間隔のうちの前記指示された
少なくとも１つは、前記セットのサブフレームに属していないサブフレームのものとは異
なる、Ｃ７０に記載の装置。
[Ｃ８５]　第１のサブフレームにおいて前記ブロードキャストデータのための第１の帯域
幅を決定し、第２のサブフレームにおいて前記ブロードキャストデータのための、前記第
１の帯域幅とは異なる第２の帯域幅を決定するための手段をさらに備える、Ｃ７０に記載
の装置。
[Ｃ８６]　前記キャリアを生成するための手段は、第１のサイクリックプレフィックス(
ＣＰ)および第１のトーン間隔を有する物理マルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)において
前記ブロードキャストデータを提供するための手段と、各ＭＢＳＦＮサブフレームの各非
ＭＢＭＳリソースに第２のＣＰおよび第２のトーン間隔を提供するための手段をさらに備
え、前記第１のＣＰおよび前記第２のＣＰが異なるＣＰ値を備えるか、前記第１のトーン
間隔および前記第２のトーン間隔が異なるトーン間隔値を備えるか、または両方の組合せ
である、Ｃ７６に記載の装置。
[Ｃ８７]　前記キャリアを生成するための手段は、繰り返しインターバルでの送信のため
の１セットの無線フレームのうちの各無線フレーム内に複数の単一周波数ネットワーク上
マルチキャスト／ブロードキャスト(ＭＢＳＦＮ)サブフレームを含むための手段をさらに
備え、少なくとも１つのＭＢＳＦＮサブフレームは、前記少なくとも１つのＭＢＳＦＮサ
ブフレームの時間ドメインにわたってマルチメディアブロードキャストマルチキャストサ
ービス(ＭＢＭＳ)リソースと非ＭＢＭＳリソースとの両方を備え、制御情報を提供するた
めの手段は、前記制御情報を前記非ＭＢＭＳリソース内に配置するための手段をさらに備
える、Ｃ７０に記載の装置。
[Ｃ８８]　前記ＭＢＭＳリソースと前記非ＭＢＭＳリソースとの両方を含む前記少なくと
も１つのＭＢＳＦＮサブフレームを生成するための手段は、前記少なくとも１つのＭＢＳ
ＦＮサブフレームが共通基準信号(ＣＲＳ)または復調基準信号(ＤＭ－ＲＳ)をさらに含む
場合に生成するための手段をさらに備える、Ｃ８７に記載の装置。
[Ｃ８９]　前記キャリアを生成するための手段は、各ＭＢＭＳリソースによって定義され
た物理マルチキャストチャネル(ＰＭＣＨ)において前記ブロードキャストデータを提供す
るための手段と、ここで、前記ＰＭＣＨは、第１のサイクリックプレフィックス(ＣＰ)お
よび第１のトーン間隔を有する、各対応する非ＭＢＭＳリソースに第２のＣＰおよび第２
のトーン間隔を提供するための手段をさらに備え、前記第１のＣＰおよび前記第２のＣＰ
、または前記第１のトーン間隔および前記第２のトーン間隔のうちの少なくとも１つは、
異なる値を備える、Ｃ８７に記載の装置。
[Ｃ９０]　後方互換性のない前記キャリアタイプの前記キャリアを生成するための手段は
、後方互換性のあるキャリアと関連付けられた拡張キャリアを生成するための手段をさら
に備える、Ｃ７０に記載の装置。
[Ｃ９１]　後方互換性のない前記キャリアタイプの前記キャリアを生成するための手段は
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、独立型キャリアを備える拡張キャリアを生成するための手段をさらに備える、Ｃ７０に
記載の装置。
[Ｃ９２]　前記既存のキャリアは、セル固有基準信号を備える、Ｃ７０に記載の装置。
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